
開催期間　　 料金　　 休館日開 料 休

施設インフォメーション
※9月1日時点の情報です。その後、中止や延期となる場合があります。開催に関する最新情報はホームページなどでご確認ください。

県からのお知らせ

●10月1日（木）～2日（金）
　メディカルクリエーションふくしま2026
●10月15日（木）～16日（金）
　第15回ふくしま再生可能エネルギー産業フェア
●10月31日（土）～11月1日（日）
　こおりやま産業博（KORIYAMA EXPO2026）
●11月27日（金）～28日（土）
　ロボット航空宇宙フェスタふくしま2026

ビッグパレットふくしま 郡山市南二丁目52
☎024（947）8010

●10月25日（日） 令和８年度公開講座　渡部陽一氏
　「戦場からのメッセージをあなたに
　～ファインダー越しに見た命の現場～」
●11月14日（土） 環境創造シンポジウム

福島県環境創造センター交流棟
「コミュタン福島」

田村郡三春町深作10-2
☎0247（61）5721

●10月18日（日）
　ニューファンタスティックジャズオーケストラ
　ビックバンドコンサート2026★
●11月3日（火・祝） カウント・ベイシー・オーケストラ福島公演★
●11月11日（水） 舟木一夫コンサート2026★
●11月23日（月・祝） ワハハ本舗特別公演 エンド（仮）★
●11月29日（日） 最強！ものまねフェスin福島★
★印は前売り券などが必要な有料のイベントです。

とうほう・
みんなの文化センター

福島市春日町5-54
☎024（534）9191

　 10月31日（土）～11月１日（日）
　 無料（体験料が必要なコーナーがあります）
　 なし

開
料
休

福島県文化財センター白河館
まほろん

白河市白坂一里段86
☎0248（21）0700

「まほろん秋まつり」
　定番の「勾玉づくり」や「火おこし体験」に加えて、いつも
は体験できない特別なプログラ
ムを多数ご用意しています。
　大人から子どもまで、ご家族
みんなで楽しめる内容となってお
りますので、お楽しみに！

福島県立博物館 会津若松市城東町1-25
☎0242（28）6000

「安積疏水の挑戦―郡山の未来を拓いた水路―」

　 10月10日（土）～12月6日（日）
　 一般・大学生：1,200円、高校生以下無料
　 月曜日（10月12日、11月2日・23日は開館）、
　 10月13日（火）、11月4日（水）・24日（火）

開
料
休

　郡山発展の礎となり、現在も人々の暮らしを支えている
「安積疏水」の歴史を振り返る企画展です。安積原野へ猪苗
代湖の水を引くため、国直轄の農業水利事業第１号として3
年にわたる大工事の末
に完成した安積疏水。
当時、事業に関わった
人々に関する資料を通
して、郡山に新たな営
みを生み出した開拓の
軌跡をたどります。

猪苗代湖図（個人蔵）

案
内･

お
願
い
10月は臓器移植普及推進月間です

　臓器移植法が施行された10月16日は、家族や大切な人
と移植や命のことを話し合い、互いの臓器提供に関する意
思を確認する日「グリーンリボンデー」です。
　グリーンは成長と新しい命を意味し、リボンは臓器提供を
したい方と臓器移植を受けたい方との命のつながりを表現
しています。
　県内では、毎年約30カ所でランドマークをグリーンにラ
イトアップし、臓器移植の普及を
推進しています。
　詳細は、財団ホームページを
ご覧ください。

（公財）福島県臓器移植推進財団　☎024（521）9027

福島県　臓器移植 検 索

問

催  

し
福島のお米のおいしさを感じる
イベント開催のお知らせ

　県トップブランド米「福､笑い」をはじめとする県産米の炊
き方などに関する講座や食べ比べを実施します。それぞれ
の品種の味や食感の違いを感じ
てみてはいかがでしょうか。お
申し込みは下記ホームページよ
り。（参加者が多い場合は抽選
になります。）

米どころ福島のお米のおいしさを感じよう事務局
メール  info@fukuwarai-fukushima.jp

福、笑い 検 索

問

日時 ①11月28日（土）　午前または午後の計2回
②11月29日（日）　午前1回のみ

対象 ①18歳以上の県内在住者　約15名
②小学校3～ 6年生のお子さまと親御さま　約10組

会場 THE KITCHEN PLAT FORM（郡山市安積町4-230）
料金 無料

①

②

案  

内 労働トラブルで困っていませんか？

　労働委員会では、公正・中立な立場で労働トラブル解決
のお手伝いをしています。
　賃金未払いや長時間労働、ハラスメントなど職場のトラ
ブルに関する困りごとはありませんか。
　電話・来所・メールによる相談を受け付けていますので
お気軽にご相談ください。
　また、ワークルール（労働に関する基本的な知識や法律）
出前講座やハラスメント防止出前講座も実施していますの
で、ご活用ください。

福島県労働委員会 検 索

県労働委員会事務局　☎024（521）7594問

催  

し「ふるさとの祭り2026 in いわき」開催！

　11月7日（土）、8日（日）の2日間、民俗芸能の祭典「ふるさ
との祭り」を開催します。県内各地で受け継がれるさまざまな
踊りや舞などを一挙に披露する、年に一度の貴重な公演です。
　当日は、体験コーナーも設けます
ので、お子様連れのご家族にもお楽
しみいただけます。
　ぜひ、お気軽にお越しいただき、本
県が誇る民俗芸能をお楽しみください。

県庁文化振興課　☎024（521）7154

ふるさとの祭り　福島 検 索

問

日時 11月7日（土）午後2時～午後5時（予定）
11月8日（日）午前10時～午後5時（予定）

会場 いわき芸術文化交流館アリオス セキショウ中劇場 料金 無料

募  

集
アクアマリンふくしま第28期
ボランティア募集

　アクアマリンふくしまでは、2027年4月から活動をしてく
ださる第28期のボランティアを募集します。主な活動は、
釣り体験やバックヤードツアーなどの参加者への体験支援や
観覧支援です。経験や専門知識は問いません。一緒に活動
してくださる方をお待ちしています。
　応募条件や説明会などについて詳細は、公式サイト「施設
紹介」内のボランティアページをご確認ください。

アクアマリンふくしま　ボランティア 検 索

応募方法 アクアマリンふくしま公式サイトの応募フォームより
ご応募ください。

応募期間 11月1日（日）～30日（月）
応・問 アクアマリンふくしま　☎0246（73）2525

案  

内
「ふくしまポータル」 
ダウンロードキャンペーンのお知らせ

　「ふくしまポータル」は、県民向けの各種サービスの案内・
利用が可能となる、福島県公式の総合窓口アプリです。
　現在、「ふくしまポータル」を使ったさまざまな取り組みで
ポイントが貯まるキャンペーンを実施中です。貯まったポイ
ントで、宿泊券やスポーツチーム関連グッズなどの豪華景品
が当たる抽選にご応募いただけます。
　この機会に「ふくしまポータル」をダウンロードして、ぜひ
キャンペーンにご参加ください。

ふくしまポータル　ダウンロード 検 索

キャンペーン事務局　☎024（935）6175
メール info@fukushimaportal-dlcp2026.com

問
期間 12月31日（木）まで

環境水族館
アクアマリンふくしま

いわき市小名浜字辰巳町50
☎0246（73）2525

小名浜国際環境芸術祭2026
　地球環境の保全および海洋資源の持続可能な利用をテー
マとしたアートイベントです。「大漁旗アート展」では、全国
および世界各地から大漁旗のデザインを募集し、入賞作品
を大漁旗の実物として展示します。また、福島県内の子ど
もたちが「常磐もの」
をテーマに、自然物を
使って制作したネイ
チャーアートも展示し
ます。その他にも、盆
栽や絵画などさまざま
なアート作品と水族館
のコラボレーションを
お楽しみください。

　 9月19日（土）～11月29日（日）
　（企画により展示期間が異なります）
　 一般・大学生1,850円、高校生・小中学生900円、未就学児無料
　 なし

開
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「過去の大漁旗アート展の様子（2023年）」

福島県立美術館 福島市森合字西養山1
☎024（531）5511

「Ukiyo-e 猫百科　ごろごろまるまるネコづくし」

　 10月10日（土）～12月6日（日）
　 一般・大学生1,000（800）円、高校生600（500）円、
　 小・中学生400（300）円※（）内は20名以上の団体料金
　 月曜日（10月12日、11月2日・23日は開館）、
　 10月13日（火）、11月4日（水）・24日（火）

開
料

休

　ネコを描いた浮世絵や版画を通し
て、「かわいい」だけではない、ネコ
の生態や人間との関わりにスポットを
当てる展覧会です。豆知識満載の「ネ
ココラム」のほか、猫あるあるエピ
ソードの「ネコいろは」でもその魅力
をご紹介します。

月岡芳年《風俗三十二相 うるささう》
1888（明治21）年 大判錦絵

●10月17日（土）～20日（火）　第３回 日本画緑翠会展
●10月31日（土）～11月2日（月）
　あらかわ楽陶会 35周年記念陶芸展

コラッセふくしま 福島市三河南町1-20
☎024（525）4098

15
2026年
10月号 「施設インフォメーション」は、特に楽しみに拝見しています。（60代・二本松市）つながるふくしま

ゆめだより
読者からの
お便り


